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研究要旨 
技術の飛躍的な発展に伴い、AI を使用している事業場が存在しているが、AI を利用し

た産業保健サービスの詳細は明らかでない。本研究では日本の産業保健における AI を活

用した健康管理に関するサービスの現状を調査することを目的とした。2025 年 10 月 30
日現在の日本における、”AI”を謳った産業保健現場における健康管理サービスについて

google 社の検索機能と AI サーチ、Open AI 社の chatgpt-5 thinking、Anthropic 社の

claude Opus4.1 で収集した。国内外を含めた産業保健サービスと AI を使った産業保健

サービスにおける課題についての論文検索をClaude MCP を用いて pubmed 検索を行っ

た。検索されたサービス・論文については、その内容を筆者が査読して正確性を確認し

た。実際にあるサービスの分析については、計 135 件の AI サービスが抽出された。安全

に関するサービスが 82 件と最も多く、メンタルヘルス・ストレスチェックに関するサー

ビスが 39 件でそれに続いた。AI の定義を予測 AI と生成 AI の２つに設定してメリット

と課題を検討した。メリットとしては人事・産業医・産業保健職の負担軽減やメンタル

ヘルス対策が考えられるが、一方共通課題としてサービスに関する介入研究や経済評価

の不足と実施の困難さがあり、予測 AI の課題では正確性の問題、生成 AI 課題では共感

性の問題等が挙げられた。サービス提供者は AI サービスについて技術的な観点に加え、

経済的・学術的に評価しそれを利用者に公表するように努める必要があると考えられる。

また AI の進歩とともに産業保健に関連するサービス数も増加すると考えられるので、今

後追跡調査を検討する。 
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Ａ．研究目的 
独立行政法人労働政策研究・研修機構

（JILPT）の人工知能（AI）を利用する労

働者の調査では、調査内で AI が使用されて

いる雇用者は、12.9％で、これまでに自身

がしていた何らかの作業（タスク）を自動

処理化した割合が 58.6％、新しい作業を創

出したのが 42.1％であった(1)。この流れは、

企業内の労働者だけでなく、産業保健の在

り方にも影響を大きく及ぼすと考えられる。

一方、メンタルヘルスに対してはデジタル

ヘルス・テクノロジ(DHT)予防介入指針が

整備されている。この指針の中にも、デジ

タルメンタルヘルスサービス開発に際し、

AI 運用ガイドラインを整備する必要性や、

生成 AI を応用した自然言語対話型の DHT
介入プログラムの効果に関するエビデンス

蓄積の必要性というリサーチクエスチョン

が整備されている(2)。 
昨今、生成 AI の中でも大規模言語モデル

large language model(LLM)が登場し、

LLM を用いた医療サービスについての研

究も増加している。 
 
本研究では日本の産業保健における AI

を活用した健康管理に関するサービスの現

状を調査することを目的とした。またその

サービスの状況から、今後産業保健におい

てそれらサービスを活用する場合の課題に

ついて、海外の文献を含めて調査し、整理

することを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
1)サービス検索 
2025 年 10 月 30 日現在の日本におけ

る、”AI”を謳った産業保健現場における

健康管理サービスについて、以下のよう

な方法で検索、同定を行った。 
-2025 年 9 月 30 日、10 月 27 日、google 社

の AI サーチを利用した検索を行った。 
-2025 年 9 月 30 日と 10 月 27 日～30 日、

Open AI 社 の Chatgpt-5 thinking, 
Anthropic 社の Claude Opus4.1 におい

て、網羅的な情報を取得した。Chatgpt-5 
thinking での指示はウェブ検索をオン

にして行った。Claude のウェブ検索は、

Brave search の API を用いて行った（昭

和医科大学横浜市北部病院三澤将史先生

の資料を参考にセットアップした(3)） 
使用したプロンプトを表 1-1 に示す。2
つのシステムで比較し、生成 AI が起こす

正答の誤りや漏れをカバーするために行

った。また、網羅的な検索が行えるよう

に、最大 10 回サービスの抽出について指

示を繰り返した（これ以上はないと出力

されたらそこで終了とした）。 
-産業保健サービスに関する検索ができる

一般社団法人心の健康投資推進コンソー

シアムが運営しているウェルココ

（(4),2025 年 10 月リリース）を利用し、

サービス毎にリンクが記載されているホ

ームページをChatgpt 5-thinkingを使っ

て抽出し、「AI を使用したシステムであ

る」記載の有無を調べた。プロンプトは

表 1-2 に示した。 
 
サービスは、以下の７つの大分類のタイプ

に分類した。 
1 メンタルヘルス・ストレスチェックに

関するサービス 
1-1  AI チャットボットによる面談、

セルフケア指導 
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1-2 表情・声、アンケート、デバイス

を分析することによってメンタル

ヘルス不調者やその他のリスク抽

出 
1-3 ストレスチェックに関するサービ

ス 
2 健康診断予測・リスク分析 
3 有害業務に関するサービス 
4 総合健康管理プラットフォーム 
5 その他相談、健康管理 
6 安全に関するサービス 
7 除外例（chatgpt, claude では AI を使

ったサービスとして抽出したが、サー

ビスのホームページ上に AI に関する

説明が無い、もしくは従業員向けサー

ビスとしての記載が無い） 
 
2)AI を利用したサービスに関するメリッ

ト・デメリットと課題 
国内外を含めた産業保健サービスと AI を

使った産業保健サービスにおける課題につ

いての論文検索を Claude Opus4.1（claude
の pubmedMCP：1）と同様に三澤将史先

生作成(5)）を用いて行い、1)にて検索した

サービスで想定される課題の整理を行った。 
まず、「産業保健サービス（安全の分野を

含まない、健康管理サービス）のメリット

とデメリット」を検索した。次に、システ

マティックレビュー・メタアナリシスや非

ランダム化比較試験（RCT）を検索する際

は、以下のような PICO を想定した。 
P 企業における労働者において 
I 健康に関するアプリや指導などの介入

（AI を含む場合と含まない場合）をしたと

きに 
C 介入をしない労働者に比べて 

O ターゲットとなる疾病の症状の改善や

生産性向上、欠勤日数の改善、費用対効果

などの経済的効果は認められるか 
PubmedMCP では、テーマと文献検索期間

を設定する。具体的なプロンプトは表２に

示す。 
また、メンタルヘルスについては、ウェル

ココ(4)において、産業保健サービスの実証

評価有無が確認可能であるため、これを確

認した。 
 

 
これらの内容から検索されたサービス・論

文については、その内容を筆者が査読して

正確性を確認すると共に、適宜（大幅に）

修文しつつ文献やホームページ等の検索

を追加で行い説明を加える手順を採用し

た。 
 
 
Ｃ．研究結果 
１）サービス検索 
重複を含む chatgpt で合計 161、claude で

103 抽出された。またウェルココで検索さ

れた 109 のプログラムのうち、２つが AI
を使っていると認める判定、２つが、AI と
いう表示はあるが AI を利用している可能

性が低いという判定となり、結果２つのみ

が AI を使用していると判断した。重複を削

除し、AI を利用していると明示されていな

いサービスを除外すると合計 135 のサービ

スが抽出された。それぞれのサービスの数

を表３に示す。またこれらのサービスで使

用されている”AI”の定義は表４のように分

けられると考えられる（平岡分担員の報告

書も参照）。各サービスの詳細を表 5（健
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康管理に関連するもののみ、計 58 サービ

ス）に示す。 
 
２) AI を利用した産業保健サービスに関す

るメリット・デメリットと課題 
1 メリット 
現状の産業保健サービスに期待される効果

は様々あるが、研究結果で挙げられている

ものとして、健康意識の向上(6-8)、アプリ

によるうつ症状の減少(9, 10)、欠勤日数の

低減(11)などである。 
米国の研究においては職場におけるウェル

ネスプログラムの医療費削減等の効果は認

められなかった(7, 12)。一方、文献 9、10
とは違うメンタルヘルスアプリの効果をみ

た RCT では、4 週間という短期間の介入で

はプレゼンティーズム減少の直接的効果は

認められなかった(13)。日本における製造

業でアプリを使った介入研究では、アプリ

を使用している場合には、身体的負担や環

境ストレスを感じている労働者の割合が有

意に減少し、またアプリの利用が労働生産

性にプラスの影響を与えていた(14)。 
 
AI 産業保健サービスに特化した場合のメ

リットは以下のようにまとめられる。 
1-1 人事・産業医・産業保健職の負担軽減 
-予測 AI：社内における統計結果を計算させ

ることにより、データの管理や把握を包括

的に行える。実際に、増永らが行った調査

では人事業務従事者が AI に期待する業務

に情報処理・管理的業務が挙げられていた

(15)。 
-生成 AI：チャットボットサービスを従業員

のセルフケア等の福利厚生として提供する

ことで、セルフケアの促進や従業員の健康

意識の向上を期待できる。海外の研究では、

チャットボットによって、社員のメンタル

ヘルス症状の評価を行った例が紹介されて

いた(16)。大学生を対象とした研究ではあ

るが、チャットボットアプリによる介入に

よって、介入群ではうつ病の症状が有意に

減少した(17)。 
1-2 今まで把握できなかった健康指標の把

握 
顔の表情や音声、メール、ウェアラブルデ

バイスから計測したバイタルなどの複合的

な指標によって、今までは評価できなかっ

た項目で健康状態の把握が出来る可能性が

ある。例えば、機械学習を用いたものでは

あるが、熱中症予測のための身体近辺の

WBGT 値を予測するウェアラブルデバイ

スについての研究等がある(18)。 
 
2 課題点 
2-1: 共通の課題 
-介入研究の不足 
AI における共通の課題点は当該 AI サービ

スを利用するための科学的証拠が未だに不

足していることである。通常、サービスの

有効性を検討する際は、ランダム化比較試

験(RCT)等を行い、サービスの効果を検討

する。しかし、Jetha らは、労働衛生にお

ける AI サービスアプリに関して、RCT の

不足を指摘した(19)。RCT で中等度以上の

質で AI に関するサービスで介入研究が行

われていたのは、頸部／肩こり／疼痛およ

び腰痛を有する労働者において、モバイル

メッセージングアプリを通じて動作する、

エクササイズに基づく人工知能（AI）支援

対話型健康増進システム（AI 支援健康プロ

グラム）を使用した後の筋骨格系症状の改
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有効性を検討する際は、ランダム化比較試
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われていたのは、頸部／肩こり／疼痛およ

び腰痛を有する労働者において、モバイル

メッセージングアプリを通じて動作する、

エクササイズに基づく人工知能（AI）支援

対話型健康増進システム（AI 支援健康プロ

グラム）を使用した後の筋骨格系症状の改
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善を評価する、日本の研究のみであった
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ンティーイズム費用を含めることの重要性

は、国の経済ガイドラインで強調されるべ

きと述べている(26)。日本において、原ら

は、メンタルヘルス関連のプレゼンティー

イズムと欠勤による経済的損失を推定して

いる(27)。 
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った産業保健サービスの費用対効果研究論

文は現在のところ無い。 
 
-ガイドラインとの整合性 
労働安全衛生における AI ガイドラインは、

UK では Health and Safety Executives 
(HSE)がすでに発出している(28)。日本では

「医療・ヘルスケア分野における生成 AI
利用ガイドライン」(29)があるものの、患

者個人のみでの生成 AI 利用や、医療機関・

薬局以外のサービス提供者等における利用

は対象範囲に含まない。労働安全衛生、産

業保健に特化した AI ガイドラインは日本

ではまだない。 
 
2-2: 機械学習・深層学習を用い、予測を行

っている場合 
メンタルヘルスに関する DHT サービスは、

すでに谷、榎原らによって調査がされてお

り、音声感情解析に関する研究が最もなさ

れていることが明らかになっている(30)。
また、Liu らは、音声感情分析がうつ病の

診断に対してシステマティックレビューを

行い、より長いセグメント（5 秒以上）で

より良い性能が認められた。しかし 8 研究

－ 109 －



 分担研究報告書（中澤祥子ほか 5名） 

 

を統合した結果では、正確性が 87% (95%
信頼区間 81-91%)で研究間の異質性が高か

った(31)。 
その他の予測 AI も併せ、以下の課題がある。 
 
2-2-1. 機械学習における課題 
判定の際に偽陽性や偽陰性が生じる。機械

学習の分野では、適合率と再現率や ROC
曲線を用いて性能の評価を行う必要がある。

また対象者の所属する集団は学習データと

同様かどうかも確認する必要がある。学習

データの信頼性は、集団の性質が異なる場

合に予測性能が低下する(32)。研究論文に

おいては、機械学習を用いた予測モデル研

究についてのチェックリストとして

TRIPOD+AI statement(33)がある。 
 
2-2-2.将来予測モデルの場合、特定の疾病が

発症するリスクが高かった場合の対応 
遺伝子診断を行った際に計算される、特定

の疾病や体質のリスクを評価するためのポ

リジェニックリスクスコア(PRS)でも同様

に、将来予測に関するコミュニケーション

が発生する。Hollands らは、2016 年のシ

ステマティックレビュー・メタアナリシス

にて、遺伝子に関する疾病リスクを伝える

ことについて、生活習慣の変化は有意に認

められなかったと報告したが、職場におけ

る研究は 1 つのみを含んでいた(34)。現在

東北大学では職場において、PRS に基づく

リスクコミュニケーションを介入とした

RCT が進行中である(35)。 
 
2-2-3.プライバシー保護 
法学における課題と考えられる。 
 

2-3: LLM で生成 AI による文章などの作成

の場合 
医学におけるチャットボットの利用に関し

ては、Abbasian が正確性、信頼性、共感性、

パフォーマンスの４つの評価指標を提示し

ている。以下にその項目を示しながら補足

する(36)。 
 
2-3-1 正確性：評価と検証指標 
2-2-1 の機械学習の場合と同様で、感度や特

異度などがある。再現性も問題になる。特

に以前はハレーションと呼ばれるエラーが

問題となった。生成 AI の急速な発展で改善

されてきている。また医学的事実やガイド

ラインに基づくかどうかは問題であり、継

続的なメンテナンスが必要である。 
 
2-3-2 信頼性 
法的、倫理的な信頼である。法学における

検討内容と考えられる。業務内容について

相談した場合の情報漏洩のリスクやプライ

バシーの問題がある。また、誤出力が原因

で起こった被害発生時に責任を誰が負うの

かについて、明確にすることが求められる。  
 
2-3-3 共感性 
特にメンタルヘルスに関するサービスで重

要となる。チャットボットが、人間の感情

やその人の健康リテラシーの知識レベルに

寄り添うことである。また、公平性や一貫

性も必要である。 
 
2-3-4 パフォーマンス 
メモリ使用やパラメーターなど技術的な問

題を指す。 
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Ｄ．考察 
結果から、1)”AI”を謳ったサービスでも

厳密には予測 AI と生成 AI が混同して使わ

れていること、2)サービスを利用するにあ

たってメリットだけでなく、利用するに際

しての様々な課題があることを示した。現

状の AI を使ったサービスについて、一部の

サービスについて研究が進んでいたとして

も、RCT は少なく、リリースから時間が経

っていないことも相まって、長期的な予後

改善については不明である。遵守率がリア

ルワールドではデジタルヘルスアプリは順

守率が低い。とある研究でも、RCT で 22％
が追跡不可能か同意撤回してしまいアウト

カム測定が不可能であった研究もある(37)。
そのため、RCT 自体が効果判定として望ま

しいかは議論のところがある。更に当然で

はあるが、結果にも示したように、メンタ

ルヘルスに関するアプリであればそのアプ

リの性能や介入される集団によって効果が

異なるだろう(9, 10, 13)。  
これらの状況から考えると、AI を用いた

産業保健サービスの客観的な評価指標につ

いて評価をし、かつ開示が必要であると考

えられる。評価指標については色々あり、

DHTも含まれる IoT機器では、国際的には， 
設計・評価手法と使いやすさについては国

際標準化機構（ISO）の国際人間工学規格

に制定されている。この ISO 規格の取得の

際には、使いやすさのみならず、製品利用

時も包合した評価がされる。また、英国や

米国では DHT の評価項目がある。詳細は、

石井・榎原のレビューを参照されたい(38)。
これらの評価基準を踏まえて産業保健で利

用される AI サービスにおける評価枠組み

が必要と考えられる。 

また、開示については一般的な産業保健

サービスについて、例えばウェルココでは、

学術評価の項目がある。学術介入有無（学

術的研究機関の介入有無）、エビデンスの

基準（RCT か観察研究か、その他）か、そ

の結果概要それぞれについて、分かりやす

く示されている(4)。ただし、ウェルココは

サービス提供事業者が情報開示をするプラ

ットフォームであり、サービス内容に関す

る質は担保しないという注釈が付いている。

結果に示した通り、ウェルココにおける AI
サービスはまだ多くはないが今後増えてく

ると予想される。AI サービスもサービス提

供者がウェルココと同様の評価指標におい

て評価し、開示することは重要と考えられ

る。一方で、AI の進化のスピードはめざま

しく、学術的な評価をサービス開始時に義

務付けることは難しいと考えられる。AI の
発達するスピードは、Model Evaluation 
and Threat Research(METR)の研究によ

ると、chatgpt をはじめとした LLM が完了

できるタスクの長さについて記述しており、

それは指数関数的な増加を示し、倍増する

時間は約 7 ヶ月であった(39)。Bengio らは、

汎用型 AI のリスクについて示している。安

全性、倫理的な問題を確保するために、専

用の研究開発努力が必要であると警告して

いる(40)。学術評価を後追いでも行い、エ

ビデンスを確認しておく必要があると考え

られる。 
 
費用対効果の件については、産業保健サ

ービスにおけるサービスの使用状況、使用

方法は一般の医療保険の場合とは以下の点

で異なる。 
a) サービスの（企業が求める）目的は、労
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働安全法に記載されている「労働災害の

防止」「職場環境改善」をはじめ、メン

タルヘルス予防、傷病欠勤の減少など多

岐に渡る(結果 1 メリットを参照)。 
b) 資金は健康保険組合や企業からの支出

となるが、特に企業からの支出の場合は

サービスを採用した理由が不明な場合

もある。 
c) 費用対効果を検討するための比較対象

が設定しにくい。 
特に資金源（費用）と、実際の疾病（効果）

の関連性が、一般的な医療サービスと比べ

て判断が難しい。実際のところ、産業保健

で評価される疾病は、問診票から得られる

症状、生産性・プレゼンティーズムの尺度、

健康診断などの数値（血圧など）で評価さ

れる。これらの状況から、費用対効果の比

較は困難な場合もあると考えられるが、当

該サービス評価の 1 つの視点として今後考

慮に入れたいところである。Grimani らが

示したように、質の高いエビデンスのため

には、生産性損失などの間接費用が十分に

報告されることが必要である(25)。生産性

やプレゼンティーズムなど産業保健として

重要な尺度も含めて評価に含めることで、

そのサービスの信頼性が増す。 
また結果にも示した通り、サービスを利

用する前に機械学習や AI に関連する課題

を認識している必要がある。リスクが高い

と判定された労働者への説明方法、今後の

対応方法が具体的に示されている必要があ

る。 
この研究の長所としては、LLM を 2 種類

用いて網羅的な検索を試みたことである。

文献についても pubmed に収載されている

論文を引用していることから信頼性が高い。

一方でこの研究の限界点として、chatgpt, 
claude それぞれで抽出される AI サービス

の内容が重ならないものも多く、この２種

類のLLM ではAI サービスが網羅されてい

ない可能性がある。この点については、

Gemini 等の別の LLM との結果と比較し、

今後網羅的な検索ができるプロンプトを利

用することで精度を上げられる可能性があ

り、検討する。また、AI を実際は利用して

いるが、ウェブページ上で AI について説明

を行っていない場合、目視での確認も行っ

ているものの今回の方法では検出できてい

ない可能性がある。仕様書を取り寄せるな

どでサービスの詳細な調査と、本研究の追

跡調査を行うことが必要と考える。 
 
Ｅ．結論 
サービス提供者は AI サービスを技術的な

観点に加え、経済的・学術的に評価をする

ように努める必要があると考えられる。ま

た、その評価内容を公表し、サービス利用

者が情報をもとに選択できるようにするこ

とが必要であると考えられる。今後も AI
の急激な進歩によって産業保健における

AI サービスが確実に増加すると考えられ、

今後追跡調査を検討する。 
 
Ｆ．研究発表 

1．論文発表 
 なし 
2．学会発表 

  なし 
 
Ｇ．知的所有権の取得状況 

1．特許取得 
  なし 
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で評価される疾病は、問診票から得られる

症状、生産性・プレゼンティーズムの尺度、

健康診断などの数値（血圧など）で評価さ

れる。これらの状況から、費用対効果の比

較は困難な場合もあると考えられるが、当

該サービス評価の 1 つの視点として今後考

慮に入れたいところである。Grimani らが

示したように、質の高いエビデンスのため

には、生産性損失などの間接費用が十分に

報告されることが必要である(25)。生産性

やプレゼンティーズムなど産業保健として

重要な尺度も含めて評価に含めることで、

そのサービスの信頼性が増す。 
また結果にも示した通り、サービスを利

用する前に機械学習や AI に関連する課題

を認識している必要がある。リスクが高い

と判定された労働者への説明方法、今後の

対応方法が具体的に示されている必要があ

る。 
この研究の長所としては、LLM を 2 種類

用いて網羅的な検索を試みたことである。

文献についても pubmed に収載されている

論文を引用していることから信頼性が高い。

一方でこの研究の限界点として、chatgpt, 
claude それぞれで抽出される AI サービス

の内容が重ならないものも多く、この２種

類のLLM ではAI サービスが網羅されてい

ない可能性がある。この点については、

Gemini 等の別の LLM との結果と比較し、

今後網羅的な検索ができるプロンプトを利

用することで精度を上げられる可能性があ

り、検討する。また、AI を実際は利用して

いるが、ウェブページ上で AI について説明

を行っていない場合、目視での確認も行っ

ているものの今回の方法では検出できてい

ない可能性がある。仕様書を取り寄せるな

どでサービスの詳細な調査と、本研究の追

跡調査を行うことが必要と考える。 
 
Ｅ．結論 
サービス提供者は AI サービスを技術的な

観点に加え、経済的・学術的に評価をする

ように努める必要があると考えられる。ま

た、その評価内容を公表し、サービス利用

者が情報をもとに選択できるようにするこ

とが必要であると考えられる。今後も AI
の急激な進歩によって産業保健における

AI サービスが確実に増加すると考えられ、

今後追跡調査を検討する。 
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表１－１ 産業保健サービスの検索に関するプロンプト、検索キーワード 
実施

日 
LLM モデル プロンプト/ 検索キーワード 備考 

2025
年 9
月

30
日  

ChatGPT 5 thinking 2020年以降の occupational healthに関す

る日本の AI サービスをなるべく多くピッ

クアップして URL と概要を示し、 テキス

トファイルとして保存して。 

 

Claude Opus4.1 Brave Search を利用して、2020 年以降の

occupational health に関する日本の AI サ
ービスをなるべく多くピックアップして

URL と概要を示し、 File system を利用

してテキストファイルとして保存して。 

Brave search 

google AI - 産業保健 AI サービス 
 

google  
検索 

- 産業保健  AI 手作業、抽出

は一部のみ 
10
月

27
日  

Claude Opus4.1 Brave Search を利用して、2020 年以降の

産業保健や安全衛生に関する日本の AI サ

ービスをなるべく多くピックアップして

URL と概要を示し、 File system を利用

してテキストファイルとして保存して。 

Brave search 

Claude Opus4.1 さっきの内容とはかぶらない検索をお願

い 
Brave search 

Claude Opus4.1 さっきの内容とはかぶらない検索をお願

い 
Brave search 

Claude Opus4.1 [ファイル名]にある内容を読み込んで、

Brave Search を利用して、2020 年以降の

産業保健や安全衛生に関する日本の AI サ

ービスをなるべく多くピックアップして

URL と概要を示し、 File system を利用

して産業保健_安全衛生_AI サービス

_2020 年以降 2.txt というファイル名で保

存して。追加で産業保健に関する AI サー

ビスがなければ、なしで良い。産業保健に

関連しない単なる医療サービスは記載し

ないで。 

Brave 
search, 
Claude の制

限に達したた

め新しいペー

ジで実施 
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10
月

27
日  

Claude Opus4.1 [ファイル名]と今の内容とはかぶらない検

索をお願い。追加で産業保健に関する AI
サービスがなければ、なしで良い。産業保

健に関連しない単なる医療サービスは記

載しないで。 

Brave 
search, 既存

ファイルと重

複しないサー

ビスを見つけ

られませんで

した。との回

答 
google AI - 産業保健 AI サービス 

 

ChatGPT 5 thinking 2020 年以降の産業保健・安全衛生に関す

る日本の AI サービスをなるべく多くピッ

クアップして URL と概要を示し、 テキス

トファイルとして保存して。 

 

ChatGPT 5 thinking 今の内容とはかぶらない検索をお願い。追

加で産業保健に関する AI サービスがなけ

れば、なしで良い。産業保健に関連しない

単なる医療サービスは記載しないで。 

ウェブ検索オ

ン、2－10 回

繰り返し 

10
月

28
日  

ChatGPT 5 thinking 2020 年以降の産業保健に関する日本の AI
サービスをなるべく多くピックアップし

て URL と概要を示し、 テキストファイル

として保存して。 

ウェブ検索オ

ン 

ChatGPT 5 thinking 今までこのチャットで検索した内容とは

かぶらない 2020 年以降の産業保健に関す

る日本の AI サービスの検索を網羅的にお

願い。追加で産業保健に関する AI サービ

スがなければ、なしで良い。産業保健に関

連しない単なる医療サービスは記載しな

いで。テキストファイルを別で保存して。 

ウェブ検索オ

ン 2-10 回繰

り返し 
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10
月

27
日  

Claude Opus4.1 [ファイル名]と今の内容とはかぶらない検

索をお願い。追加で産業保健に関する AI
サービスがなければ、なしで良い。産業保

健に関連しない単なる医療サービスは記

載しないで。 

Brave 
search, 既存

ファイルと重

複しないサー

ビスを見つけ

られませんで

した。との回

答 
google AI - 産業保健 AI サービス 

 

ChatGPT 5 thinking 2020 年以降の産業保健・安全衛生に関す

る日本の AI サービスをなるべく多くピッ

クアップして URL と概要を示し、 テキス

トファイルとして保存して。 

 

ChatGPT 5 thinking 今の内容とはかぶらない検索をお願い。追

加で産業保健に関する AI サービスがなけ

れば、なしで良い。産業保健に関連しない

単なる医療サービスは記載しないで。 

ウェブ検索オ

ン、2－10 回

繰り返し 

10
月

28
日  

ChatGPT 5 thinking 2020 年以降の産業保健に関する日本の AI
サービスをなるべく多くピックアップし

て URL と概要を示し、 テキストファイル

として保存して。 

ウェブ検索オ

ン 

ChatGPT 5 thinking 今までこのチャットで検索した内容とは

かぶらない 2020 年以降の産業保健に関す

る日本の AI サービスの検索を網羅的にお

願い。追加で産業保健に関する AI サービ

スがなければ、なしで良い。産業保健に関

連しない単なる医療サービスは記載しな

いで。テキストファイルを別で保存して。 

ウェブ検索オ

ン 2-10 回繰

り返し 
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表１－２ ウェルココに登録されているサービスのAI使用有無について調査するプロンプ

ト 

実 施

日 LLM モデル プロンプト 備考 

10 月

30 日 ChatGPT 5 thinking 

添付の CSV には、会社名と産業保健サービ

スの名称（ただし正式名称ではない可能性

あり）が記載されています。この会社・産

業保健サービスについての紹介するホーム

ページを検索し、D 列（それぞれの産業保

健サービスの後に記載）にホームページの

URL を記載してください。 
ウェブ検索オ

ン 

10 月

30 日 ChatGPT 5 thinking 

オッケー、そしたら次は、この[上記プロン

プトで作成された csv]を使って、この産業

保健サービスが生成 AI もしくは予測 AI を

使っているかを判定して、AI を使っている

可能性を以下の 0,1,2の 3段階でランク付け

して E 列（ホームページを記載した列の右

となり）に記入してください。 判定基準：

該当するホームページもしくはそれから派

生するホームページに「生成 AI もしくは予

測 AI もしくは、AI を使ったサービスであ

る」と記載されている。 判定方法：0=ホー

ムページには書いていないし、AI を使って

いる可能性は極めて低い 1=ホームページ

に AI というワードはあるが、AI を使って

いるサービスである可能性は低い 2=ホー

ムページにAIというワードがありサービス

内容についてもAIを利用していると記載さ

れている。 
ウェブ検索オ

ン 

 
表２ 産業保健サービスのシステマティックレビュー・メタアナリシス検索プロンプト 

実 施

日 LLM モデル プロンプト 備考 

9 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：産業保健における AI の利用の利点

と課題 
期間：2018 年 4 月～2025 年 9 月 pubmedMCP 
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9 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：産業保健サービスのメリット（会

社が求めるメリット） 期間：2014 年 1 月

ー2025 年 9 月 pubmedMCP 

10 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：PICO を示すので以下の問に答えて

ください  
P 企業における労働者において  
I 健康に関するアプリや指導（AI を使った

サービス*）の介入をしたときに  
C しない労働者に比べて  
O ターゲットとなる疾病の症状の改善や

生産性向上、欠勤日数の改善の改善は認め

られるか 疾病は脳心血管疾患、腰痛、メン

タルヘルスにしてください。  
期間：2017 年 1 月～2025 年 9 月 pubmedMCP 

10 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：以下の PICO にこたえて  
P 企業における労働者において 
 I メンタルヘルスに関するチャットボッ

ト相談サービスを利用したときに  
C 利用しない労働者に比べて  
O ターゲットとなるうつ症状の改善やメ

ンタルヘルス症状の改善は認められるか  
期間：2017 年 1 月~2025 年 9 月 pubmedMCP 

10 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：以下の PICO にこたえて  
P 企業における労働者において  
I 顔などで熱中症を判断する AI アプリを

利用したときに  
C 利用しない労働者に比べて  
O 熱中症の予防効果は認められるか 期
間：2017 年 1 月~2025 年 9 月 pubmedMCP 

10 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：産業保健における経済的評価につ

いて、以下の PICO で検討してください。 
P 企業における労働者において 
I 健康に関するアプリや指導（AI を使った

サービス*)などの介入をしたときに 
C 介入をしない労働者に比べて 
O 生産性向上、プレゼンティーズムの低pubmedMCP 
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9 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：産業保健サービスのメリット（会

社が求めるメリット） 期間：2014 年 1 月

ー2025 年 9 月 pubmedMCP 

10 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：PICO を示すので以下の問に答えて

ください  
P 企業における労働者において  
I 健康に関するアプリや指導（AI を使った

サービス*）の介入をしたときに  
C しない労働者に比べて  
O ターゲットとなる疾病の症状の改善や

生産性向上、欠勤日数の改善の改善は認め

られるか 疾病は脳心血管疾患、腰痛、メン

タルヘルスにしてください。  
期間：2017 年 1 月～2025 年 9 月 pubmedMCP 

10 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：以下の PICO にこたえて  
P 企業における労働者において 
 I メンタルヘルスに関するチャットボッ

ト相談サービスを利用したときに  
C 利用しない労働者に比べて  
O ターゲットとなるうつ症状の改善やメ

ンタルヘルス症状の改善は認められるか  
期間：2017 年 1 月~2025 年 9 月 pubmedMCP 

10 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：以下の PICO にこたえて  
P 企業における労働者において  
I 顔などで熱中症を判断する AI アプリを

利用したときに  
C 利用しない労働者に比べて  
O 熱中症の予防効果は認められるか 期
間：2017 年 1 月~2025 年 9 月 pubmedMCP 

10 月

30 日 Claude Opus4.1 

テーマ：産業保健における経済的評価につ

いて、以下の PICO で検討してください。 
P 企業における労働者において 
I 健康に関するアプリや指導（AI を使った

サービス*)などの介入をしたときに 
C 介入をしない労働者に比べて 
O 生産性向上、プレゼンティーズムの低pubmedMCP 
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下、などの経済的なメリットは認められる

か 
期間：2010 年 1 月-2025 年 9 月 

*「AI を使ったサービス」をプロンプトに入れた場合と入れない場合で行った。 
 
表３ カテゴリ別サービス数 

カテゴリ番号 カテゴリ名 数 

1-1 AI チャットボットによる面談、セルフケア指導 
12 

1-2 表情・声、アンケート、デバイスを分析することによってメン

タルヘルス不調者やその他のリスク抽出 
23 

1-3 ストレスチェックに関するサービス 
4 

2 健康診断予測・リスク分析 
8 

3 有害業務に関するサービス 
14 

4 総合健康管理プラットフォーム 
1 

5 その他相談、健康管理 
9 

6 安全に関するサービス 
82 

合計 
 

135 * 
*複数のカテゴリに分類されるものがあるため、表の合計数と一致しない 
 
表４ AI の定義 

分類 カテゴリ番号 内容の例 

機械学習・深層学習を用

い、予測を行っている 
1-2, 1-3, 2,3,4, 5 健診データを用いて、将来の病気発症リスクを

予測する。表情で疲労度を予測し、休憩などの

声掛けを促す。 
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LLM：生成 AI による文

章の作成 
1-1, 1-3, 5 チャットボットに悩みの相談 

 
表５サービス一覧 
【メンタルヘルス関連】 

番号 カテゴリ名 サービス名 説明 会社 URL 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 

こころコンディ

ショナー  plus
（AI チャットボ

ット） 

過去の振り返り機能やスト

レスケア、ウェルビーイン

グについて学べるコンテン

ツを提供し、効果的なセル

フケアをサポート 

日 本 電

気 株 式

会 社

（NEC） 

https://www.
nec-solution
innovators.c
o.jp/press/20
220322/inde
x.html 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 

emol 感情を記録して AI ロボと

会話するアプリ。気軽に AI
と話しながら、自身の感情

を向き合うことを目的とす

る。 

emol 株

式会社 
https://emol.
jp/product 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 

KOKOROBO 無料のオンライン相談,行
動変容アプローチの提供。 

国 立 研

究 開 発

法人  国
立 精

神・神経

医 療 研

究 セ ン

ター 

https://ncnp.
mentalhealt
h-platform.j
p/kokorobo_
adults/ 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 

Woebot Health AI メンタルヘルスチャッ

トボット「Woebot」。アメ

リカのアプリ。 

Woebot 
Health 

https://woeb
othealth.co
m/ 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 

O:SLEEP 「睡眠スケジュール法」に

基づいた AI コーチングを

搭載  

O:inc https://o-slee
p.com/ 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

sNAPout® 短時間仮眠でパフォーマン

スを高める AI システム 
京 セ ラ

×IIIS 
https://www.
kyocera.co.j
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LLM：生成 AI による文

章の作成 
1-1, 1-3, 5 チャットボットに悩みの相談 

 
表５サービス一覧 
【メンタルヘルス関連】 

番号 カテゴリ名 サービス名 説明 会社 URL 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 

こころコンディ

ショナー  plus
（AI チャットボ

ット） 

過去の振り返り機能やスト

レスケア、ウェルビーイン

グについて学べるコンテン

ツを提供し、効果的なセル

フケアをサポート 

日 本 電

気 株 式

会 社

（NEC） 

https://www.
nec-solution
innovators.c
o.jp/press/20
220322/inde
x.html 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 

emol 感情を記録して AI ロボと

会話するアプリ。気軽に AI
と話しながら、自身の感情

を向き合うことを目的とす

る。 

emol 株

式会社 
https://emol.
jp/product 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 

KOKOROBO 無料のオンライン相談,行
動変容アプローチの提供。 

国 立 研

究 開 発

法人  国
立 精

神・神経

医 療 研

究 セ ン

ター 

https://ncnp.
mentalhealt
h-platform.j
p/kokorobo_
adults/ 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 

Woebot Health AI メンタルヘルスチャッ

トボット「Woebot」。アメ

リカのアプリ。 

Woebot 
Health 

https://woeb
othealth.co
m/ 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 

O:SLEEP 「睡眠スケジュール法」に

基づいた AI コーチングを

搭載  

O:inc https://o-slee
p.com/ 

1-1 1-1  AI チャッ

トボットによる

sNAPout® 短時間仮眠でパフォーマン

スを高める AI システム 
京 セ ラ

×IIIS 
https://www.
kyocera.co.j
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面談、セルフケ

ア指導 
p/rd-openin
novation/bet
a-project/sn
apout.html 

1-1 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

健康経営アドバ

イザーAI 
「健康経営支援サービス」

のリング型またはリストバ

ンド型のセンサーデバイス

により収集したバイタルデ

ータと、最新の生成 AI を

組み合わせ、可視化された

組織と個人の心的状態の課

題に対して最適な解決策・

打ち手を提供。 

NTTPC
コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ン

ズ 

https://www.
nttpc.co.jp/p
ress/2024/10
/2024100215
00.html 

1-1,1-2 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 1-2 表

情・声、アンケ

ート、デバイス

を分析すること

によってメンタ

ルヘルス不調者

やその他のリス

ク抽出 

ストレスチェッ

カーAIアバター 
2.0 

顔認証による勤怠打刻 + 
感情 AI 解析、生成 AI アバ

ターによる対話サポート 

TIGER
EYE 

https://tiger
eye.ai/stress
checker_ai_
avatar2.0/ 

1-1,1-2 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 1-2 表

情・声、アンケ

ート、デバイス

を分析すること

によってメンタ

ルヘルス不調者

やその他のリス

ク抽出 

メンタルヘルス

さくらさん 
日常会話から常時モニタリ

ング,会話と行動から兆候

をリアルタイム検知。AI
に相談ができる。 

テ ィ フ

ァナ・ド

ッ ト コ

ム 

https://saku
ra.tifana.ai/
mental 
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1-1,1-2 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 1-2 表

情・声、アンケ

ート、デバイス

を分析すること

によってメンタ

ルヘルス不調者

やその他のリス

ク抽出 

Mente for Biz
（AI メンタルチ

ェック） 

「AI ドクター」からの質問

に回答するという対話形式

で、メンタルヘルスの状態

や、自分のストレスの原因

などを確認することが可

能。AI によるチェック精度

の向上のために、表情、声、

話し方などの非言語情報を

デバイスのカメラ・マイク

を通して取得し、チェック

結果に反映。 

株 式 会

社 Medi 
Face 

https://medi-
face.co.jp/ 

1-1,1-2 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 1-2 表

情・声、アンケ

ート、デバイス

を分析すること

によってメンタ

ルヘルス不調者

やその他のリス

ク抽出 

Awarefy for Biz
（AI メンタルパ

ートナー） 

「認知行動療法」や「マイ

ンドフルネス」、日々のコ

ンディション管理を行う。 

株 式 会

社

Awarefy 

https://www.
awarefy.com
/ 

1-1,1-3 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア 指 導 

1-3  ストレス

チェックに関す

るサービス 

KIRIHARE AI 
& HR（AI 技術×
認知行動療法） 

 予防に特化したクラウド

型 EAP サービス。LINE で

AI カウンセラーに質問可

能。公認心理師・臨床心理

士によるカウンセリングも

提供。 

株 式 会

社

KIRIHA
RE 

https://prtim
es.jp/main/h
tml/rd/p/000
000010.0001
20508.html?
utm_source
=chatgpt.co
m 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

MIMOSYS（声

のメンタルチェ

ック） 

日々の業務における出退勤

記録時やリモート会議ツー

ルを利用し音声で心のコン

ディションをチェック。ご

本人ならびに権限を持つ管

理者、専門家（産業医）な

ピ ー ス

テ ク ノ

ロ ジ ー

ズ 株 式

会 社

（PST） 

https://www.
medical-pst.
com/value/h
ealthcare 
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1-1,1-2 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 1-2 表

情・声、アンケ

ート、デバイス

を分析すること

によってメンタ

ルヘルス不調者

やその他のリス

ク抽出 

Mente for Biz
（AI メンタルチ

ェック） 

「AI ドクター」からの質問

に回答するという対話形式

で、メンタルヘルスの状態

や、自分のストレスの原因

などを確認することが可

能。AI によるチェック精度

の向上のために、表情、声、

話し方などの非言語情報を

デバイスのカメラ・マイク

を通して取得し、チェック

結果に反映。 

株 式 会

社 Medi 
Face 

https://medi-
face.co.jp/ 

1-1,1-2 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア指導 1-2 表

情・声、アンケ

ート、デバイス

を分析すること

によってメンタ

ルヘルス不調者

やその他のリス

ク抽出 

Awarefy for Biz
（AI メンタルパ

ートナー） 

「認知行動療法」や「マイ

ンドフルネス」、日々のコ

ンディション管理を行う。 

株 式 会

社

Awarefy 

https://www.
awarefy.com
/ 

1-1,1-3 1-1  AI チャッ

トボットによる

面談、セルフケ

ア 指 導 

1-3  ストレス

チェックに関す

るサービス 

KIRIHARE AI 
& HR（AI 技術×
認知行動療法） 

 予防に特化したクラウド

型 EAP サービス。LINE で

AI カウンセラーに質問可

能。公認心理師・臨床心理

士によるカウンセリングも

提供。 

株 式 会

社

KIRIHA
RE 

https://prtim
es.jp/main/h
tml/rd/p/000
000010.0001
20508.html?
utm_source
=chatgpt.co
m 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

MIMOSYS（声

のメンタルチェ

ック） 

日々の業務における出退勤

記録時やリモート会議ツー

ルを利用し音声で心のコン

ディションをチェック。ご

本人ならびに権限を持つ管

理者、専門家（産業医）な

ピ ー ス

テ ク ノ

ロ ジ ー

ズ 株 式

会 社

（PST） 

https://www.
medical-pst.
com/value/h
ealthcare 
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リスク抽出 どが閲覧することが可能。 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

Care Cube(ケア

キューブ) 
約 5 秒間の会話音声を解析

しメンタルヘルスを把握す

る 

リ ス ク

計 測 テ

ク ノ ロ

ジ ー ズ

株 式 会

社  

https://plenr
obotics.com/
carecube/ 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

Empath（音声感

情解析 AI） 
Empath は、音声等の物理

的な特徴量から気分の状態

を独自のアルゴリズムで判

定するプログラム。 

株 式 会

社

Empath
／ 株 式

会 社 シ

ー エ ー

シー等 

https://webe
mpath.com/ 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

ハラスメントチ

ェック AI 
メールやチャットツールに

おけるテキストからハラス

メントの予兆を検知し、改

善や予防に繋げることがで

きるサービス。 

ア ー キ

タ イ プ

株 式 会

社 

https://aismi
ley.co.jp/pro
duct/archaic
_harassmen
t-checkai/as
sment/ 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

MENTAL 
BATTERY（メ

ンタルバッテリ

ー） 

計測リングを付けることで

疲労やストレス状態をリア

ルタイムに収集し、適切な

タイミングで休憩通知を促

進。 

MENTA
GRAPH
株 式 会

社 

https://lp.me
ntal-battery.
com/mental
battery2025
01 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

FRONTEO 
KIBIT（メール

＆チャット監査

AI／ハラスメン

ト検知） 

メールやチャットを精査

し、要監査ゾーンを設定。 
株 式 会

社

FRONT
EO 

https://kibit.
fronteo.com/
products/kib
it-eye/ 
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1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

 
StressReporter 

社内メールを自動で解析

し、社員のメンタル状態を

可視化。「言葉の暴力」「体

調不調の発言」「各種ハラ

スメント発言」等、異常な

メールを検出。 

ア ハ ク

ラ フ ト

株 式 会

社 

https://prtim
es.jp/main/h
tml/rd/p/000
000002.0000
21850.html 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

不明（Sahha 社

との協業と記載

のみあり） 

スマートフォンやウェアラ

ブルデバイスなどから得ら

れるデータを基に、病気の

有無や治療による変化を可

視化する指標「デジタルバ

イオマーカー」を活用して、

心身に関する健康度を評価 

リ ア ラ

イズ・イ

ノ ベ ー

シ ョ ン

ズ 株 式

会社 

https://prtim
es.jp/main/h
tml/rd/p/000
000007.0001
30183.html 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

不明（AI を活用

したストレス状

態のセルフチェ

ック） 

Web カメラを使って脈

拍・自律神経の状態を検知

し、メンタル不調の悪化兆

候を AI が判断してアラー

トでお知らせ。 

Zero To 
Infinity
株 式 会

社 

https://www.
zti.co.jp/serv
ices 

1-2,3,6 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出、3
有害業務の健康

管理、６その他

相談、健康管理 

ResQ AI 熱中症リスクはじめ心身の

様々なリスクの高まりをい

ち早く検知し、社員および

管理者にお知らせ、バイタ

ル、眠気ストレス含む 

ア ド ダ

イス 
https://ad-di
ce.com/news
/pressreleas
e-heatstroke
-healthcare-
ai/ 

1-2,3 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

FABMonitor 作業者の作業ミスや熟練者

と初心者の違いを検知する

だけでなく、工場作業者の

体調不良の兆候も検知可能 

富 士 ソ

フト 
https://www.
fsi.co.jp/com
pany/news/2
0241202_2.h
tml 
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1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

 
StressReporter 

社内メールを自動で解析

し、社員のメンタル状態を

可視化。「言葉の暴力」「体

調不調の発言」「各種ハラ

スメント発言」等、異常な

メールを検出。 

ア ハ ク

ラ フ ト

株 式 会

社 

https://prtim
es.jp/main/h
tml/rd/p/000
000002.0000
21850.html 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

不明（Sahha 社

との協業と記載

のみあり） 

スマートフォンやウェアラ

ブルデバイスなどから得ら

れるデータを基に、病気の

有無や治療による変化を可

視化する指標「デジタルバ

イオマーカー」を活用して、

心身に関する健康度を評価 

リ ア ラ

イズ・イ

ノ ベ ー

シ ョ ン

ズ 株 式

会社 

https://prtim
es.jp/main/h
tml/rd/p/000
000007.0001
30183.html 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

不明（AI を活用

したストレス状

態のセルフチェ

ック） 

Web カメラを使って脈

拍・自律神経の状態を検知

し、メンタル不調の悪化兆

候を AI が判断してアラー

トでお知らせ。 

Zero To 
Infinity
株 式 会

社 

https://www.
zti.co.jp/serv
ices 

1-2,3,6 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出、3
有害業務の健康

管理、６その他

相談、健康管理 

ResQ AI 熱中症リスクはじめ心身の

様々なリスクの高まりをい

ち早く検知し、社員および

管理者にお知らせ、バイタ

ル、眠気ストレス含む 

ア ド ダ

イス 
https://ad-di
ce.com/news
/pressreleas
e-heatstroke
-healthcare-
ai/ 

1-2,3 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

FABMonitor 作業者の作業ミスや熟練者

と初心者の違いを検知する

だけでなく、工場作業者の

体調不良の兆候も検知可能 

富 士 ソ

フト 
https://www.
fsi.co.jp/com
pany/news/2
0241202_2.h
tml 
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調者やその他の

リスク抽出、3
有害業務の健康

管理 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

wellday（ウェル

デイ） 
Slack/Teamsなどのコミュ

ニケーションツール上のテ

キストデータを AI で解析

し、従業員のワーク・エン

ゲージメントとストレスレ

ベルを予測。北里大学との

共同研究 

株 式 会

社

wellday 

https://welld
ay.jp/ 

1-2,1-3 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リ ス ク抽 出、

1-3  ストレス

チェックに関す

るサービス  

PULSE AI（パ

ルスアイ）  
AI(機械学習モデル)を活用

することで、退職リスクを

４段階で判定。ストレスチ

ェックのシステムも内蔵  

PULSE 
AI  

https://pulse
-ai.jp/  

1-2,1-3 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リ ス ク抽 出、

1-3  ストレス

チェックに関す

るサービス 

AI社員健康管理 日常的に社員の心身の変化

を把握し、心身の不調に繋

がる予兆を早期に察知・フ

ォローするため、残業時間

やストレスチェック結果な

どのデータを用いた「AI
による不調予兆者検知」な

どを KDDI 全社員に提供 

KDDI https://news.
kddi.com/kd
di/corporate/
newsrelease
/2020/09/10/
4670.html 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

Res-Q 離職予測パルスサーベイ、

生成 AI で結果を分析 
ド リ ー

ム ホ ッ

プ 

https://www.
dreamhop.co
m/ 
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調者やその他の

リスク抽出 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

カ ル テ コ 
workwell  

スマホに顔をかざすだけで

勤怠打刻とストレス・疲労

度も同時に測定 

メ デ ィ

カル・デ

ータ・ビ

ジョン 

https://www.
mdv.co.jp/so
lution/comp
any/karteco-
workwell/ 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

COCOPRO  2～6 カ月先の従業員の心

の健康状態を AI が数値化 
三 菱 総

合 研 究

所 

https://www.
mri.co.jp/ser
vice/mental-
care-ai-servi
ce-cocopro.h
tml 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

働く人の身体活

動とメンタルヘ

ルスのためのア

プリ  ASHARE 
(アスハレ)  

身体活動データや性別・年

齢、就業状況などの情報か

ら、翌日の気分を「晴れ」

「曇り」「雨」の 3 段階で

予測。 

北 里 大

学 医 学

部 公 衆

衛生学 

https://www.
ashare-hp.jp
/ 

表 5 続き 
【メンタルヘルス以外】 

カテゴ

リ番号 
カテゴリ名 サービス名 説明 会社 URL 

1-3,2 健康診断予測・

リスク分析 
健診結果・AI 予
測分析（ヘルス×
ライフ） 

AI が健康リスクをスコア

リングし、リスク要因を可

視化。改善すべき生活習慣

を提案 。健診・ストレスチ

ェックデータの解析もあ

り。 

勤次郎 https://www.
kinjiro-e.co
m/universal-
kinjiro/funct
ion/function-
hc-ai.html 

2 健康診断予測・

リスク分析 
NEC 健診結果

予測シミュレー

過去の蓄積された定期健診

データとカルテを AI で分

NEC ソ

リ ュ ー

https://www.
nec-solution
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調者やその他の

リスク抽出 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

カ ル テ コ 
workwell  

スマホに顔をかざすだけで

勤怠打刻とストレス・疲労

度も同時に測定 

メ デ ィ

カル・デ

ータ・ビ

ジョン 

https://www.
mdv.co.jp/so
lution/comp
any/karteco-
workwell/ 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

COCOPRO  2～6 カ月先の従業員の心

の健康状態を AI が数値化 
三 菱 総

合 研 究

所 

https://www.
mri.co.jp/ser
vice/mental-
care-ai-servi
ce-cocopro.h
tml 

1-2 1-2 表情・声、ア

ンケート、デバ

イスを分析する

ことによってメ

ンタルヘルス不

調者やその他の

リスク抽出 

働く人の身体活

動とメンタルヘ

ルスのためのア

プリ  ASHARE 
(アスハレ)  

身体活動データや性別・年

齢、就業状況などの情報か

ら、翌日の気分を「晴れ」

「曇り」「雨」の 3 段階で

予測。 

北 里 大

学 医 学

部 公 衆

衛生学 

https://www.
ashare-hp.jp
/ 

表 5 続き 
【メンタルヘルス以外】 

カテゴ

リ番号 
カテゴリ名 サービス名 説明 会社 URL 

1-3,2 健康診断予測・

リスク分析 
健診結果・AI 予
測分析（ヘルス×
ライフ） 

AI が健康リスクをスコア

リングし、リスク要因を可

視化。改善すべき生活習慣

を提案 。健診・ストレスチ

ェックデータの解析もあ

り。 

勤次郎 https://www.
kinjiro-e.co
m/universal-
kinjiro/funct
ion/function-
hc-ai.html 

2 健康診断予測・

リスク分析 
NEC 健診結果

予測シミュレー

過去の蓄積された定期健診

データとカルテを AI で分

NEC ソ

リ ュ ー

https://www.
nec-solution
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ション 析し導き出した予測モデル

を用いて、将来の健康状態

を可視化。検査値と疾患発

症リスクのシミュレーショ

ン 

シ ョ ン

イ ノ ベ

ータ 

innovators.c
o.jp/sl/healt
hcheckup_si
m/summary.
html 

2 健康診断予測・

リスク分析 
疾病リスク予測

AI サービス 
1 回の健康診断データをも

とに将来の生活習慣病の発

症リスクを可視化 

東 芝 デ

ジ タ ル

ソ リ ュ

ー シ ョ

ンズ 

https://www.
global.toshib
a/jp/product
s-solutions/a
i-iot/risk-pre
dict-ai.html 

2 健康診断予測・

リスク分析 
Ai 健診 人間ドックデータを AI に

よる解析を行い今後発症す

る可能性の高い病気を予

測。 

阪 和 イ

ン テ リ

ジ ェ ン

ト 医 療

セ ン タ

ー 

https://gan-k
enshin.jp/m
_check/aike
nshin/ 

2 健康診断予測・

リスク分析 
生活習慣病リス

ク AI 検査 
健康診断データから AI が

将来のリスクを可視化。 
健 診 会 
東 京 メ

デ ィ カ

ル ク リ

ニック 

https://www.
dock-tokyo.j
p/results/oth
er/lisk-ai.ht
ml 

2 健康診断予測・

リスク分析 
AIを活用した保

健事業支援サー

ビス 

8 大生活習慣病にかかる医

療費やリスク因子を AI で

分析,保健指導対象者の緊

急度（リスク度）を付与 

日立 https://www.
hitachi.co.jp/
Prod/comp/a
pp/health_s
upport/featu
re.html 

2 健康診断予測・

リスク分析 
健康支援サービ

ス（MIRAMED） 
AI を活用して将来の生活

習慣関連疾患のリスクを

「見える化」することで、

対象者や従業員の行動変容

と健康増進をサポート。 

株 式 会

社 日 立

シ ス テ

ムズ 

https://www.
hitachi-syst
ems.com/sol
ution/s0310/
miramed/in
dex.html 

2 2 健 康診 断予

測・リスク分析 
カルテコ AI 疾

患リスク予測 
健診結果を基にAI が 34疾

患の発症リスクを予測。リ

メ デ ィ

カル・デ

https://www.
mdv.co.jp/pr
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スクシミュレーターで生活

習慣改善による変化も表

示。 

ータ・ビ

ジョン 
ess/2024/det
ail_2340.ht
ml 

3 有害業務 カオカラ（熱中

症リスク判定AI
カメラ） 

顔解析技術を活用し、誰で

も直感的にリスク把握でき

る製品が現場の暑熱対策を

支えます。WBGT（暑さ指

数）にも対応。 

株 式 会

社 ポ ー

ラ メ デ

ィカル 

https://kaok
ara.jp/ 

3,7 3 有害業務の健

康管理、7 安全関

連 

「プラントコラ

ボ」安心安全機

能 

ウェアラブルデバイスによ

り取得した作業員のバイタ

ルデータと作業強度や環境

データの AI 分析、暑熱環

境による身体不調リスクや

体調の変動を予測し、安全

ダッシュボードに表示。危

険エリアへ侵入検知や転倒

検知。 

NTT コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ

ョンズ 

https://www.
ntt.com/abo
ut-us/press-
releases/ne
ws/article/20
24/0809.htm
l 

3 3 有害業務の健

康管理 
Smart 
Construction 
Healthcare 

現場作業者が対応デバイス

を装着することで、各作業

者の暑熱リスクを一括管

理。 

EARTH
BRAIN 

https://www.
earthbrain.c
om/news/rel
ease-of-smar
t-constructio
n-healthcare 

3 3 有害業務の健

康管理 
3D-ERGO
（PosCheck） 

負荷の高い姿勢の繰り返し

回数と累積時間をリアルタ

イムで計測・評価し、作業

環境の改善を支援 

バ イ オ

ネ ッ ト

研究所 

https://bio-n
et.co.jp/posc
heck/ 

3 3 有害業務の健

康管理 
Smartfit for 
work（見守り・

暑 熱 リ スク 管

理） 

ウェアラブルの生体データ

×AI で個々のしきい値を自

動設定し、暑熱リスクや体

調変化、転倒検知をリアル

タイムで通知・可視化。 

Smartfit https://www.
smartfit.jp/ 

3,7 3 有害業務の健

康管理、7 安全関

連 

「 ヘ ル メッ ト

Palette」 
軽量センサーをヘルメット

に装着して転倒検知。バイ

タルと合わせて作業者の安

全管理に活用。 

Momo https://digit
al-constructi
on.jp/tool/15
71 
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スクシミュレーターで生活

習慣改善による変化も表

示。 

ータ・ビ

ジョン 
ess/2024/det
ail_2340.ht
ml 

3 有害業務 カオカラ（熱中

症リスク判定AI
カメラ） 

顔解析技術を活用し、誰で

も直感的にリスク把握でき

る製品が現場の暑熱対策を

支えます。WBGT（暑さ指

数）にも対応。 

株 式 会

社 ポ ー

ラ メ デ

ィカル 

https://kaok
ara.jp/ 

3,7 3 有害業務の健

康管理、7 安全関

連 

「プラントコラ

ボ」安心安全機

能 

ウェアラブルデバイスによ

り取得した作業員のバイタ

ルデータと作業強度や環境

データの AI 分析、暑熱環

境による身体不調リスクや

体調の変動を予測し、安全

ダッシュボードに表示。危

険エリアへ侵入検知や転倒

検知。 

NTT コ

ミ ュ ニ

ケ ー シ

ョンズ 

https://www.
ntt.com/abo
ut-us/press-
releases/ne
ws/article/20
24/0809.htm
l 

3 3 有害業務の健

康管理 
Smart 
Construction 
Healthcare 

現場作業者が対応デバイス

を装着することで、各作業

者の暑熱リスクを一括管

理。 

EARTH
BRAIN 

https://www.
earthbrain.c
om/news/rel
ease-of-smar
t-constructio
n-healthcare 

3 3 有害業務の健

康管理 
3D-ERGO
（PosCheck） 

負荷の高い姿勢の繰り返し

回数と累積時間をリアルタ

イムで計測・評価し、作業

環境の改善を支援 

バ イ オ

ネ ッ ト

研究所 

https://bio-n
et.co.jp/posc
heck/ 

3 3 有害業務の健

康管理 
Smartfit for 
work（見守り・

暑 熱 リ スク 管

理） 

ウェアラブルの生体データ

×AI で個々のしきい値を自

動設定し、暑熱リスクや体

調変化、転倒検知をリアル

タイムで通知・可視化。 

Smartfit https://www.
smartfit.jp/ 

3,7 3 有害業務の健

康管理、7 安全関

連 

「 ヘ ル メッ ト

Palette」 
軽量センサーをヘルメット

に装着して転倒検知。バイ

タルと合わせて作業者の安

全管理に活用。 

Momo https://digit
al-constructi
on.jp/tool/15
71 
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3,7 3 有害業務の健

康管理、7 安全関

連 

VP-Ergono 映像から作業姿勢を AI 解

析し、OWAS 法に基づいて

身体負荷を定量評価。建

設・製造・物流の姿勢改善

に活用。 

ネ ク ス

ト シ ス

テム 

https://www.
next-system.
com/vp-ergo
no 

3,6 3 有害業務の健

康管理、６その

他相談、健康管

理 

慢性腰痛セルフ

ケア支援技術 
慢性の非特異的腰痛(慢性

腰痛)のセルフケアを支援。 
NEC×東
京 科 学

大学 

https://jpn.n
ec.com/press
/202403/202
40321_01.ht
ml 

3,7 3 有害業務の健

康管理、7 安全関

連 

D& 『 Safe-W® 
熱中症対策版』 

利用者個別の心拍数特性を

学習・分析することで装着

時に状態を評価する。 

株 式 会

社 デ ィ

アンド 

https://d-and.jp/

news/%E3%80%

90%E3%82%B5

%E3%83%BC%

E3%83%93%E3

%82%B9%E3%8

3%8B%E3%83%

A5%E3%83%BC

%E3%82%B9%E

3%80%91%E8%

81%B7%E5%A0

%B4%E3%81%A

B%E3%81%8A%

E3%81%91%E3

%82%8B%E7%8

6%B1%E4%B8%

AD%E7%97%87

%E5%AF%BE%

E7%AD%96%E3

%82%BD/ 

3,7 3 有害業務の健

康管理、7 安全関

連 

IoT×AI 作業員

安全管理支援ソ

リューション 

熱中症の予防や転倒事故の

検知 
Senswa
y 

https://prtim
es.jp/main/h
tml/rd/p/000
000036.0000
37700.html 

3,7 3 有害業務の健Work Mate 熱熱中症の予防や転倒事故のユ ビ テhttps://www.
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康管理、7 安全関

連 
中症予兆検知 検知、日々のバイタルデー

タの個人特性を AI が学習

することで、検知精度が上

昇する。  

ック ubiteq.co.jp/
wp-content/
uploads/202
4/11/48e7e0
eb26392ee7
d4c40edc4b8
42ca8.pdf 

4 総合健康管理プ

ラットフォーム 
WellGo 総合健康プラットフォー

ム。AI による解析。 
株 式 会

社

WellGo 

https://go.we
llgo.jp/servic
es/medical 

6 その他相談、健

康管理 
SenseThunder
（AI 温度検知・

顔認証） 

AI 温度検知ソリューショ

ンで入館者の体温を検知。 
日 本 コ

ン ピ ュ

ー タ ビ

ジ ョ ン

株 式 会

社

（JCV） 

https://www.
japancv.co.j
p/news/3023
/ 

6 その他相談、健

康管理 
Ai 産業保健アド

バイザーLAO 
産業保健のアドバイスがで

きる GPT。 
労 働 衛

生 コ ン

サ ル タ

ン ト 事

務 所

LAO  

https://laoffi
ce.jp/9383/ 

6 その他相談、健

康管理 
ChatTX 「HM-neo」に生成 AI を活

用した面談記録要約機能を

実装。 

NTT テ

ク ノ ク

ロ ス 株

式会社 

https://www.
ntt-tx.co.jp/
whatsnew/2
025/250325.
html 

6,7 ６その他相談、

健康管理、7 安全

関連 

HAio（ハイオ） 不安全行動検知については

AI 予測。それ以外に健康管

理機能もあり。 

HAio https://haio.j
p/ 

6 ６その他相談、

健康管理 
メンタルリスク

予測 AI 
ウェアラブルデバイスで心

拍数等の変化を検証し、健

康管理と業務との関連性の

有無を解析する。 

ア ド ダ

イ ス

/Hatch 
Technol
ogy 

https://hatch
-tech-nagoy
a.jp/2022/h
m2022pj6/ 
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康管理、7 安全関

連 
中症予兆検知 検知、日々のバイタルデー

タの個人特性を AI が学習

することで、検知精度が上

昇する。  

ック ubiteq.co.jp/
wp-content/
uploads/202
4/11/48e7e0
eb26392ee7
d4c40edc4b8
42ca8.pdf 

4 総合健康管理プ

ラットフォーム 
WellGo 総合健康プラットフォー

ム。AI による解析。 
株 式 会

社

WellGo 

https://go.we
llgo.jp/servic
es/medical 

6 その他相談、健

康管理 
SenseThunder
（AI 温度検知・

顔認証） 

AI 温度検知ソリューショ

ンで入館者の体温を検知。 
日 本 コ

ン ピ ュ

ー タ ビ

ジ ョ ン

株 式 会

社

（JCV） 

https://www.
japancv.co.j
p/news/3023
/ 

6 その他相談、健

康管理 
Ai 産業保健アド

バイザーLAO 
産業保健のアドバイスがで

きる GPT。 
労 働 衛

生 コ ン

サ ル タ

ン ト 事

務 所

LAO  

https://laoffi
ce.jp/9383/ 

6 その他相談、健

康管理 
ChatTX 「HM-neo」に生成 AI を活

用した面談記録要約機能を

実装。 

NTT テ

ク ノ ク

ロ ス 株

式会社 

https://www.
ntt-tx.co.jp/
whatsnew/2
025/250325.
html 

6,7 ６その他相談、

健康管理、7 安全

関連 

HAio（ハイオ） 不安全行動検知については

AI 予測。それ以外に健康管

理機能もあり。 

HAio https://haio.j
p/ 

6 ６その他相談、

健康管理 
メンタルリスク

予測 AI 
ウェアラブルデバイスで心

拍数等の変化を検証し、健

康管理と業務との関連性の

有無を解析する。 

ア ド ダ

イ ス

/Hatch 
Technol
ogy 

https://hatch
-tech-nagoy
a.jp/2022/h
m2022pj6/ 
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NAGOY
A 

6 ６その他相談、

健康管理 
カロミル AI 画像解析技術により食

事写真から自動で栄養価を

計算。28 種類の栄養素を管

理可能。 

ラ イ フ

ロ グ テ

ク ノ ロ

ジー 

https://www.
calomeal.co
m/ 

6 ６その他相談、

健康管理 
カロミル保健指

導 
。2024 年に第 4 期特定保健

指導に対応。「AI アドバイ

ス」「AI アドバイスチャッ

ト」の機能を持つ。 

ラ イ フ

ロ グ テ

ク ノ ロ

ジー×バ

リ ュ ー

HR 

https://www.
valuehr.com
/docs/archiv
es/2574 
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